
(1)３１号　　　　　   ほ ほ え み（一般社団法人 神奈川県介護福祉士会会報）　　　　　   平成 21 年 7月 15 日

仁平きみ子様　今年 2 月で 90 歳。右半身に麻痺がありますが時間をかけて左手で書いてく
ださいました。「娘が庭に花壇を作ってくれたので…」とお花を見に歩行練習に励んでいら
っしゃいます。

神奈川県保健福祉部地域保健福祉課

人材 ･ 街づくり担当　課長代理 金子浩之氏

　

公
益
法
人
と
し
て
最
初
の
定
時
総
会
を

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
神
奈
川
県

社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
し
、
新
年
度
の

出
発
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
団
体
の
方
々
の
ご

支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
定
款
に
掲
げ
た
事

業
を
以
下
の
通
り
実
施
致
し
ま
す
。(

詳

細
は
議
案
書
参
照)

一
．
介
護
福
祉
士
の
職
業
倫
理
並
び
に
専

　

門
的
知
識
及
び
技
術
の
向
上
に
関
す

　

る
事
業

(

一)

介
護
福
祉
士
資
質
向
上
の
為
の
研
修

　

(

尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
の
実
践
者
育
成)

　
　

本
年
度
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
は
職
場

　

に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

　

介
護
福
祉
士
に
必
須
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

　

ン
研
修
を
行
い
ま
す
。

(

二)

総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的

　

と
す
る
研
修(

日
本
介
護
福
祉
士
会
の

　

生
涯
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
っ
て
実
施)

　

①
初
任
者
研
修

　

②
介
護
福
祉
士
フ
ァ
ー
ス
ー
ト
ス
テ
ッ

　
　

プ
研
修

　

③
介
護
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会

(

三)

職
域
別
研
修

　

(

職
場
に
即
し
た
実
務
力
の
向
上)

　

①
介
護
支
援
専
門
員
部
会

　

②
訪
問
介
護
員
部
会

　

③
通
所
施
設
職
員
部
会

　

④
入
所
施
設
職
員
部
会

　

⑤
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
職
員
部
会

　

⑥
障
が
い
者
介
護
部
会

(

四)

地
域
別
研
修

(

五)

研
究
会
活
動

二
．
介
護
福
祉
に
関
す
る
調
査
研
究
に
関

　

す
る
事
業

三
．
介
護
福
祉
士
教
育
機
関
そ
の
他
関
係

　

団
体
と
の
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る

　

事
業(

各
団
体
と
連
携
し
て
事
業
を
進

　

め
る
事
で
よ
り
一
層
、
県
民
の
福
祉
の

　

増
進
に
寄
与
）

四
．
介
護
福
祉
の
普
及
啓
発
に
関
す
る

　

事
業

(

一)

「
介
護
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

(

二)

介
護
相
談(

地
域
毎
に
実
施)

(

三)

“
介
護
職
１
１
０
番
”(

電
話
相
談)

(

四)

ニ
ュ
ー
ス
「
ほ
ほ
え
み
」
の
発
行

(

五)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

(

六)

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策

(

七)

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

　
　

試
験
受
験
対
策

五
．
介
護
福
祉
士
の
相
互
福
祉
に
関
す
る

　

事
業(

日
本
介
護
福
祉
士
会
の
保
険
制

　

度
“
安
心
三
重
奏
”
加
入
の
促
進)

六
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
関
す

　

る
事
業(

介
護
福
祉
の
専
門
職
団
体
の

　

責
務
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

　

上
に
資
す
る
為
の
事
業)

(

一)

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関

　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士

　

会
」
と
し
て
評
価
事
業
の
開
始

(

二)　

介
護
技
術
指
導
等
の
実
施

七
．
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た

　

め
に
必
要
な
事
業

　

①
組
織
・
財
政
運
営
の
基
盤
整
備

　

②
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
目
指
す

　

公
益
法
人
の
新
た
な
自
覚
で
共
々
に
前

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
定
時
総
会
開
催

公

益

法

人

と

し

て

新

た

な

出

発

!!

　
　
　

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
会
長　

野　

上　

薫　

子



平成 21 年 7月 15 日　　　　　   ほ ほ え み（一般社団法人 神奈川県介護福祉士会会報）　　　　　   ３１号 (2)

記
念
講
演
会

暮
ら
し
と
命
を
み
つ
め
る
介
護

作
家
・
介
護
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
日
本
介
護
福
祉
士
会
理
事　

沖　

藤　

典　

子　

氏

　

は
じ
め
に

　

介
護
職
は
「
人
生
最
晩
年
の
も
っ
と

も
つ
ら
い
時
期
に
い
る
人
に
出
会
う
仕

事
」
で
す
。
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

で
あ
ろ
う
と
施
設
の
職
員
で
あ
ろ
う
と

変
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
仕
事
に
対
し
て
「
介
護
福
祉
士

の
専
門
性
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
皆

さ
ん
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
言

語
化
で
き
て
い
な
け
れ
ば
専
門
性
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
介
護
の
仕
事
に
専
門
性

が
必
要
か
否
か
、
先
輩
た
ち
が
長
い
時

間
議
論
を
し
て
、
必
要
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
て
き
ま
し
た
。
私
が
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
各
人
が
哲
学
を

持
ち
、
介
護
の
専
門
性
を
言
語
化
し
て

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
一
月
ま
で
、
国
の
社
会
保
障

審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
の
委
員
で

し
た
が
、
医
療
と
介
護
の
連
携
と
い
う

議
論
の
な
か
で
、突
然
「
療
養
介
護
士
」

と
い
う
新
し
い
職
種
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
。
と
い
う
案
が
で
ま
し
た
。
当
然
介

護
福
祉
士
会
は
反
対
し
ま
し
た
し
、
私

も
新
し
い
職
種
を
作
る
の
に
は
時
間
を

か
け
て
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
審
議
の

方
法
論
的
に
も
お
か
し
い
と
反
対
し
立

ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
、
そ

う
い
う
話
が
出
て
き
た
か
と
云
う
と
、

今
回
の
介
護
保
険
改
正
で
「
看
取
り
加

算
」
と
い
う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
三
十
年
前
「
銀
の

園
、
父
母
の
群
像
」
と
い
う
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
本
を
書
い
て
い

ま
す
。
そ
の
時
の
お
年
寄
り
達
は
皆
、

「
私
は
こ
こ
で
死
に
た
い
」、「
こ
こ
で

あ
の
世
に
ゆ
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
病
院
に
移
送
さ
れ
て
亡
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
「
看
取
り
加
算
」
が
つ
い
た
事

に
よ
り
、お
年
寄
り
の
願
が
か
な
っ
て
、

最
後
を
施
設
で
迎
え
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
介
護
福
祉
士

と
看
護
師
、
あ
る
い
は
医
師
」
が
ど
う

連
携
し
て
い
く
か
、気
を
つ
け
な
い
と
、

介
護
福
祉
士
は
看
護
師
の
下
請
け
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
介
護
福
祉
士

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
医
療
的
な
内
容
が
多
く
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
介
護
福
祉
士
は
良
い
の

で
す
か
。
な
ぜ
「
介
護
士
」
と
言
わ
な

い
で
「
介
護
福
祉
士
」
と
い
う
の
で
し

ょ
う
か
。

　

私
は
介
護
福
祉
士
制
度
が
で
き
た
と

き
の
原
点
に
立
ち
戻
っ
た
議
論
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
第
一
条
目
的
「
…
…
必

要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
医
療
と
看
護
の
連
携
と
い
っ
た

時
に
「
介
護
福
祉
士
と
は
」
こ
う
な
ん

で
す
と
言
語
化
し
て
医
療
職
と
向
き
合

う
哲
学
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
。
で
な
い
と
、
あ
あ
や
り
な
さ
い
、

こ
う
や
り
な
さ
い
と
医
療
的
指
示
の
も

と
で
、
は
し
り
回
る
人
に
な
っ
て
し
ま

う
。
皆
様
の
職
業
的
誇
り
、プ
ラ
イ
ド
、

将
来
性
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
い
ろ
い
ろ
な
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

市
民
サ
イ
ド
の
人
間
で
す
か
ら
見
方
が

厳
し
い
の
で
す
。
皆
様
の
お
仕
事
に
対

し
て
も
同
じ
で
す
。
主
に
力
点
を
置
い

て
み
る
の
が
、
お
風
呂
・
お
む
つ
・
食

器
・
お
箸
で
す
。

　

「
個
人
ケ
ア
」
と
い
い
ま
す
が
、
食

器
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
お
箸
は
ラ
ー
メ
ン

屋
の
竹
箸
、
私
は
施
設
長
に
言
う
ん
で

す
。
家
に
い
れ
ば
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
椀
・
パ
パ
の
お
椀
・
マ
マ
の
お
椀
、

み
ん
な
の
お
箸
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
要
素
で
す
と
。

　

「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
」
と
言
い
ま
す
が

中
央
調
理
室
で
作
っ
て
配
膳
す
る
だ
け

で
は
チ
ョ
ッ
ト
さ
み
し
い
、
せ
め
て
ご

飯
ぐ
ら
い
は
炊
け
な
い
か
し
ら
と
思
い

ま
す
。
一
日
三
回
誰
が
使
っ
た
か
わ
か

ら
な
い
お
茶
碗
・
お
箸
で
食
事
さ
せ
て
、

「
個
別
ケ
ア
」
と
い
わ
な
い
で
欲
し
い
。

　

ま
た
、
個
別
ケ
ア
を
標
語
す
る
ユ
ニ

ッ
ト
ケ
ア
で
は
天
井
か
ら
幼
稚
園
の
輪

飾
り
み
た
い
の
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
下
が
っ
て

い
る
、セ
ン
ス
と
か
エ
ス
プ
リ
が
な
い
、

哲
学
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
も
十
年
に
な
り
制
度
的
な

整
備
状
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
負
担
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記念講演会を受講して

“暮らしと生命をみつめる介護”とは
　　　　　　　横須賀三浦地区代議員　小石川明子

先生の歯切れの良い言葉から講演は始まりました。開口一番は、
介護福祉士をどのように説明できますか。　自分の言葉で伝えるこ
とができますか。各自、哲学の心をもって、誇り、プライド、将来
をみつめ、介護を行ってもらいたい。介護と看護の違いを把握して
いかなければ介護人は看護の下請け人になってしまう。との話しで
あった。その時自分は、哲学の心って何。と自問自答していた。

介護・医療・看護と平行したなかに在宅の可能性・施設内の人間
としての尊敬が遂行されていくものと考え、祈ってきたつもりで、
まだひとりよがりなのかも知れないと。09 の改正が行われ、何が良
くなったのか、利用者のみならず従事者である自分も良く分からな
い現状がある。認定調査の軽度化の心配から認定結果の合不の通知
が必要、独居生活者への住民票での確認、ヘルプ業務の制限、利用
量がアップしたため利用量を減らさざるを得なくなった、など。サ
ービスの充実からかけ離れているように感じられる。要支援者は何
のサービスが受けられるのだろう。

介護従事者（職員）のスキルアップは必要であり教育を受ける機
会を損捉してもらいたいと思う。経営者の理解が職場定着につなが
っていくのではないかと思っている。又介護従事者 ( 自分を含め ) も
自立できるようあらゆることに挑戦していく心構えが必要なのかも
しれない。講演の中での家族介護賛美、パッシングなどはしていな
いつもりではいるが、家族の方の話しを伺っていると身内の介護は
辛くても我慢できるが、他人方の批判には絶えられない、と嘆いて
いる。介護の重圧から自殺が出ないように自分の行動に責任を持つ
よう努めなければならないと思った。

は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
見
合
う
内
容
を
ど
う
と
ら

え
る
か
、
利
用
者
の
目
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
り
ま
す
。
質
が
問
わ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
介
護
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
何
故
出
来
な
い
の

か
？
介
護
福
祉
士
会
の
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
「
経
営
者
が
人
材
育
成
に
お
金

を
か
け
な
い
」「
上
司
の
無
理
解
」「
管

理
職
登
用
へ
の
道
が
な
い
」等
で
す
が
、

介
護
福
祉
士
が
「
こ
れ
こ
そ
が
自
分
の

誇
り
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
を
職
業
の

中
に
確
立
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　

（
文
貴　

平
野
）

講
演
の
レ
ジ
メ

　
１
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
家
族
の
代

　
　

替
え
な
の
か

　

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
根
底
に
あ

　
　

る
も
の
（
と
く
に
訪
問
系
）

　

＊
消
え
な
い
“
家
族
介
護
讃
美
”
…

　
　

ど
う
し
て
家
族
が
し
な
い
の
か
？

　

＊
家
族
同
居
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
…

　
　

家
族
は
く
せ
も
の
？

　

②
施
設
介
護
の
現
場
へ
の
職
員
の
し

　
　

わ
よ
せ

　

＊
入
口
は
「
働
き
が
い
」
、
出
口
は

　
　

{

待
遇
と
人
間
関
係
｝
…
人
件
費

　
　

は
人
権
費

　

＊
雇
用
管
理
…
配
置
基
準
、
夜
勤
の

　
　

不
安
、
施
設
長
資
格
問
題
、
鉄
の

　
　

天
井
非
常
勤
問
題
（
特
に
訪
問
介

　
　

護
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

２
、
09
年
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

　

②
施
設
介
護
…
専
門
性
へ
の
評
価
・

　
　

定
着
促
進
（
介
護
福
祉
士
資
格
比

　
　

率
、
常
勤
比
率
・
勤
続
年
数

　

③
訪
問
介
護
…
介
護
福
祉
士
資
格
の

　
　

み
、
利
用
者
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

　
　

業
者
と
も
に
悩
み
探
し

３
、
09
年
改
正
の
お
も
な
問
題
点
…
利

　
　

用
者
の
視
点
か
ら

　

④
加
算
が
お
お
く
な
り
、
保
険
シ
ス

　
　

テ
ム
の
全
体
像
が
見
え
な
く
な
っ

　
　

た
。

　

＊
利
用
者
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　

②
基
本
報
酬
の
ア
ッ
プ
は
な
い

　

＊
利
用
上
限
額
の
ア
ッ
プ
も
な
い
…

　
　

利
用
量
ア
ッ
プ
と
利
用
量
の
制
限

　

③
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
は
、
要
介

　
　

護
度
別
で
良
い
の
か

　

＊
一
律
単
価
に
な
ら
な
か
っ
た

　

④
認
定
の
軽
度
傾
斜
、
同
居
家
族
の

　
　

運
営
基
準
、
空
き
ベ
ッ
ト
の
あ
る

　
　

特
養
入
所
の
困
難

　

＊
こ
の
三
つ
は
受
給
権
の
侵
害
で
は

　
　

な
い
の
か

４
、
今
後
の
お
も
な
課
題

　

①
高
齢
者
増
の
中
で
、
軽
度
者
を
介

　
　

護
保
険
か
ら
は
ず
す
の
で
は
な
い

　
　

か
。
そ
の
場
合
の
財
源
と
シ
ス
テ

　
　

ム
は
？

　

⑤
在
宅
高
齢
者
の
暮
ら
し
と
命
を
ど

　
　

う
守
る
の
…
訪
問
介
護
者
の
高
齢

　
　

化
と
在
宅
高
齢
者
の
重
度
化

　

⑥
利
用
者
の
重
度
化
の
な
か
で
、
介
護

　
　

職
の
医
療
行
為
を
ど
う
す
る
の
か
。

　

⑦
介
護
人
材
の
確
保
を
ど
う
す
る
…

　
　

集
ま
ら
な
い
人
材
、
増
え
続
け
る

　
　

要
介
護
者
、
介
護
保
険
は
人
材
確

　
　

保
か
ら
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か

　

最
後
に
：
「
財
源
」
と
は
政
治
の
意
志
。

　

介
護
の
社
会
的
評
価
を
高
め
よ
う
!!
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一般社団法人神奈川県介護福祉士会

役　員　紹　介

会長　野上薫子

・組織部会
・資格取得支援部会
（資格取得関係事業／受験対
策事業）

副会長　三ヶ島靖子

・組織部会
・受託事業

副会長　平野浩子

・広報部会

理事　浦野直子

・ケアマネジメント研究会
・職域部会
　（入所施設職員部会）

　介護はチームワークが求められますが、チ
ームといっても介護職員だけのチームもあれ
ば、施設全体のチームといった捉え方もあり
ます。そういう環境の中で仕事をする仲間同
士、困りごとを少しでも解決していけたらい
いと思っています。入所施設に携わる介護福
祉士ならではの、議論、学習の場にしていき
ましょう。

副会長　炭竃美枝

・研修部会

理事　中嶋春子

・職域部会
　（訪問介護員部会）
　

　10 月10日に『認知症の人との
コミュニケーション』( 仮題 )中村

　介護保険の現場は、この 4 月に報酬改訂や要
介護認定の変更が行われ、仕組みが益々複雑に
なり、大きな混乱を招いています。介護支援専
門部会では、ケアマネージャーの皆様の実務に
少しでも役立つ内容の研修会を企画できたらと
思っております。ご意見、ご要望をお聞かせ下
さい。

　現場で働く私達の“専門性”は基本中の基本
ですが〔利用者の今〕を真摯に受け止めながら
現状に沿った前向きな研修を企画・実施に努力
します。

理事　梅田　滋

・職域部会
　（介護支援専門員部会）

裕子仙台白百合女子大学教授のセミナーを予定。理
学療法士による『介護技術研修』、スキルアップ 研゚
修はシリーズで『スパービジョン研修」を開催。
・職域部会（通所施設職員部会）
デイサービスの職員として、ケアの質を高める
ための研修や情報交換を企画したい。自立支援
の取り組みやアクティビティプログラムなどご
要望をお寄せください。

　本年度は公益法人としての組織を一層盤石に
する為、公益社団法人の認定を目指して、組織・
事務局及び財政等の基盤整備を行います。

　各種事業所主催の介護技術講習受託が主な事
業です。本年度も織田福祉専門学校の介護技術
講習会、神奈川県高齢者福祉施設協議会の介護
職員実技研修会等、昨年度受託した事業の依頼
が来ています。

　いかに読んでいただけるか
思 考 中。 ご 意 見 募 集。「 介 護
１１０番」、毎日電話で受付中。

即返事できることもあれば後日になることもあ
ります。「ホームページ管理」。研修のお知らせ
等見やすい様に心がけます。「介護の日」普及事
業。今年も皆様の協力をお願いします。
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理事　石黒尚之

・職域部会
（グループホーム職員部会）

理事　丸山タエ子

・職域部会
　（障がい者介護部会）
・地域部会（統括）

理事　坂井英明

・地域部会（川崎地区）

　地域部会では介護について学習したり職場
の悩みについて相談しあったりできる場を会
員の皆様と一緒に作っていきたいと考えてい
ます。皆様よろしくお願いいたします

理事　滝波順子

・地域部会 （県央地区）

理事　田口久美子

・第三者評価研究会
・福祉サービス第三者評価事業

理事　斉藤美貴

・介護技術研究会

　新年度の事業としては、「介護技術の研究及び
普及」との大きなﾃｰﾏの中で、介護現場における
重介護状態の利用者の生活を支える、安全・安
楽で、自立を支援し、個人の尊厳を尊重したｹｱ
について、具体的に整理し、技術の根拠を明確
に解説できるように研究していきます。

理事　黒坂粂子

　今年度は好評のｷﾈｽﾃﾃｨｸの研修を２回、精神障
害者への対人援助についての研修会を１回予定
しています。日程調整後、皆様にお知らせいた
します。

理事　久米田敬子

・地域部会
　（横須賀三浦地区）

　介護福祉士としての知識と技術をしっかりと身
につける。また、一人で悩んでないで、誰かと相
談できるということで、横須賀三浦地区では、今
年度は職場を離れて会員の皆様と親睦の場、勉強
の場として行っていきたいと考えています。

　認知症の理解や地域密着型ｻｰﾋﾞｽの在り方な
ど、研修を通して皆さんと一緒に学びたいと思
います。研修は 11 月下旬を予定しております。
よろしくお願い致します。

　八つの地域部会が、それぞれの課題や情報を
持ち寄り検討しながら、よりよい活動に繋がれ
ばと考えます。また、障害者支援に携わってい
る皆さんとの情報交換やスキルアップの場を担
当します。たくさんの仲間と活動ができればと
思います。ご協力をお願いします。

　介護福祉士に求められるも
のとして、介護を必要とする
利用者に自分らしく尊厳を持

って生きられるように社会的に支援する事とな
っています。いまだ介護従事者に対する社会の
目は厳しいものがあります。その為にも地区単
位で問題を出し合い、介護従事者に必要なもの
は何かを話し合うことから始めたいと思ってお
ります。

　平成 21 年 3 月に「福祉ｻｰﾋﾞｽ第三
者評価機関　一般社団法人神奈川県

・地域部会（横浜地区）

介護福祉士会」として認証され、今年度から福祉ｻｰﾋﾞｽ
第三者評価事業を行うことになりました。評価実施対
象は、以下の 2 分野を行います。・１高齢（介護老人
福祉施設・介護老人保健施設）・障害（自立支援法にも
とずく福祉サービス）分野・２児童（保育所）分野
　調査員はすべて会員であり、介護の専門職として、
客観的で公平性を持った調査を行っていきます。今年
度は機関の充実を図り一でも多くの評価を行いたいと
思います。　会員の皆様の中で、調査員の資格をお持
ちの方は、ぜひご協力下さい。また、まだ資格をお持
ちではない方で、関心のある方はご相談下さい。
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理事　阿部良子

・地域部会 （相模原地区）

　相模原地区の活動拠点は、
主に和泉福祉専門学校で、講
習や実技を行うには大変恵

監事　杉崎チヅ子

理事　袴田はる江

　平成 20 年度研修時に、参加した会員さんよ
り、「介護技術研修・施設見学等を計画して欲
しい」と声がありました。今年度は会員さんへ
の周知方法を考え、ちょっぴり楽しいことも計
画に入れ、一年間すすめていきたいと思います。

理事　井上康子

・地域部会（湘南西地区）

　今年度は介護の原点に戻り技術面の向上、知
識面からも多くの情報を取り入れ磨きをかけて
いきたいと考えています。
　今までになく親睦会も行っていきたいと思っ
ています。韓国留学生によるキムチ作り 11 月予
定（お正月に食卓でいただけるように作りたい）
を考えています。

監事　田島セイ子

　会発足当初より、会員とし
て種々の活動・研修等を通じ
て多くの方と出会い、また、
介護福祉士として貴重なこと

理事　熊谷真理子

・地域部会（湘南東地区）

　会員みんなで協力して、共に学び自己研鑽して
いきましょう、また介護現場の楽しさや大変さを
共有し合える仲間づくりをしていきましょう。研
修会及び会合には、お会いできる日を楽しみにし
ていますので、是非参加してください。ご協力を
お願いします。

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

　

平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
東
京

亀
戸
の
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
に
て
日
本
介

護
福
祉
士
会
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
各
県
の
会
長
は
じ
め
役
員
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　

開
催
県(

千
葉
県)

よ
り
進
捗
状
況
の

　

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
開
催
要
網
は

　

六
月
に
配
布
済
で
す
。

　

今
回
は
横
浜
地
区
の
斎
藤
美
貴
理
事

　

が
事
例
発
表
を
し
ま
す
。
神
奈
川
県

　

介
護
福
祉
士
会
で
は
バ
ス
を
チ
ャ
ー

　

タ
ー
し
て
参
加
者
の
交
通
費
の
援
助

　

を
致
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
参
加
く

　

だ
さ
い
。

二
、
日
本
介
護
学
会

　

今
年
度
は
十
月
三
十
一
日
長
野
県
佐
久

　

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。“
秋
の
一
日
を
是

　

非
佐
久
市
へ
”
と
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
組
織
強
化

　

各
県
の
会
員
確
保
の
取
組
み
状
況
等

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

まれた環境にあります。会員の皆様が積極的に
参加出来る内容を提供する為に、他の地域とも
情報交換をし、同じ地区で共に働く会員の皆様
と活動を通じて交流を深めていきたいと思って
います。

・地域部会（県西地区）

を学び得たことに大変感謝しています “老化”
を感じるこの頃。しかし日々脳トレに励み、そ
の成果あって数字には強いと自画自賛！　皆様
の大切な会費等の監査業務を責任持って行って
いきたいと思います。

　介護福祉士会の役員に、何も分からないまま
名を連ねることになってしまい自分でも驚いて
います。組織の内容もわからないので、できる
だけ参加し、把握していこうと思います。
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公
開
政
策
討
論
会

　

「
介
護
保
険
の
未
来
を
語
る
！
」

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
十
三
日　

十
八
時
三
十
分
～　

永
田
町
「
星
陵
会
館
」

　
　

主
催
‥
介
護
保
険
を
持
続
・
発
展
さ
せ
る
１
０
０
０
万
人
の
輪

　

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
か
ら
は
、

会
長
・
副
会
長
は
じ
め
、（
日
本
介
護

福
祉
士
会
か
ら
の
参
加
要
請
に
従
い
）

数
名
の
理
事
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
か
ら
事
前
に
各
政
党
に
「
介

護
保
険
係
る
公
開
質
問
」
を
行
い
、
そ

れ
に
沿
っ
て
各
政
党
か
ら
の
回
答
が
あ

っ
た
。

　

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
、「
介
護
保
険

制
度
」
は
独
立
し
た
項
目
と
し
て
と
り

扱
い
ま
す
か
。

①　

各
党
の
「
介
護
ビ
ジ
ョ
ン
」

②　

財
源
に
関
し
て

③　

介
護
認
定
基
準
に
つ
い
て

　

自
由
民
主
党
・
公
明
党
・
民
主
党
・

日
本
共
産
党
・
社
会
民
主
党
・
国
民
新

党
か
ら
代
表
者
が
意
見
発
表
し
た
。

　

普
段　

政
党
の
代
表
者
な
ど
か
ら
話

し
を
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
大

変
良
い
機
会
に
な
り
各
政
党
の
福
祉
に

関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
も
聞
け
、
特
に
解
散

選
挙
前
の
時
期
に
照
ら
し
合
わ
せ
各
政

党
、
特
に
民
主
党
の
代
表
の
熱
の
こ
も

総
論
的
質
問

っ
た
話
し
が
面
白
か
っ
た
。

①
介
護
度
の
７
段
階
に
つ
い
て
、
複
雑

　

な
加
算
に
つ
い
て

②
介
護
認
定
の
在
り
方
に
つ
い
て

③
介
護
保
険
を
運
営
し
て
行
く
上
で
の

　

国
と
自
治
体
、
自
治
体
と
市
民
の
役

　

割
分
担
に
つ
い
て

④
報
酬
の
見
直
し
で
、
良
質
な
人
材
の

　

確
保
と
介
護
職
の
地
位
向
上
が
達
成

　

で
き
る
か
。
介
護
人
材
確
保
に
つ
い

　

て
。　

　

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、
認
定
調
査
の
方

法
に
つ
い
て
、
自
治
体
も
混
乱
し
た
時

期
で
あ
っ
た
の
で
、
各
党
が
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
、理
解
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
野
）

各
論
的
質
問

～皆さんのご参加をお待ちしています～

研修会予定
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推　薦　図　書

　「在宅日誌」

出版　薬事日報社　　２，５２０円

　利用者さんが普段服薬している薬の効

用を知っていますか？医師はどんな症状

で薬をだすのか？ペルパーさんや､ ケア

マネージャさんに知ってもらいたいとい

うのが筆者（薬剤師、ケアマネージャ）

の気持ちです。

会員募集
介護福祉士有資格者の皆様へ

・ 本会は

　専門職業人としての社会的地位及

　び資質の向上と県民の介護福祉の

　増進に努めます。

・ 会員になると

　・各種研修会に会員価格で優先的

　　に受講が可能です。介護技術や

　　福祉の最新情報を提供します。

　・( 社 ) 日本介護福祉士会生涯研修

　　制度の認証が受けられます。

　・福利厚生各種特典があります。

　　お問合わせは事務局まで

（０４５－３１１－８７７６）

介護職１１０番

　介護職員としての悩みや相談、ご

意見等をお受けいたしましす。電話・

ＦＡＸ・Ｅメールにてお気軽に相談

下さい。

相談受付：月曜日～金曜日
　　　　　　9：00 ～ 17：00
相 談 員：神奈川県介護福祉士会役員
Ｔ Ｅ Ｌ：０４５－３１７－５９６６
Ｆ Ａ Ｘ：０４５－３１７－５９３０
メールアドレス：info@kanagawa-accw.org

ホームページ：http://www.kanagawa-accw.org
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